
珈　
「
昭
和
天
皇
実
録
」（
全　

巻
、
東
京
書
籍
）
の
刊

１９

行
が
始
ま
り
、
４
年
か
け
て
出
版
さ
れ
て
い
く
と
い
う
。

宮
内
庁
か
ら
全
文
が
新
聞
社
に
は
す
で
に
配
布
さ
れ
て

い
て
そ
の
全
文
を
徹
底
的
に
検
証
し
て
つ
く
ら
れ
た

『「
昭
和
天
皇
実
録
」
の
謎
を
解
く
』（
文
春
新
書
、
９

５
０
円
）
は
読
み
進
む
に
つ
れ
付
箋
だ
ら
け
に
な
っ
た
。

半
藤
一
利
、
保
阪
正
康
の
ご
両
人（
全
編
）に
戦
前
は
磯

田
道
史
、
戦
後
は
御
厨
貴
の
両
氏
が
加
わ
っ
て
の
鼎
談
、

戦
中
は
対
談
の
形
で
話
は
進
む
。

　

満
州
事
変
か
ら
２
・
２
６
事
件
、
三
国
同
盟
、
開
戦
、

そ
し
て
敗
戦
ま
で
の　

年
間
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
に

１４

せ
よ
、
幼
年
期
・
青
年
期
か
ら
戦
後
の
人
間
天
皇
ま
で

一
貫
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
も
と
で
縦
横
に
語
ら
れ
て

い
く
。
さ
す
が
こ
の
顔
ぶ
れ
な
ら
で
は
の
視
点
や
指
摘
、

分
析
や
疑
問
点
は
ど
れ
も
刺
激
的
で
飽
き
る
こ
と
が
な

い
。
天
皇
が
満
州
事
変
を
号
外
で
知
っ
た
と
か
、『
天

皇
独
白
録
』
に
あ
る
例
の
「
松
岡
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
買
収

で
も
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
」
発
言
が
『
実
録
』
に

は
出
て
こ
な
い
と
か
、「
大
東
亜
戦
争
」
と
い
う
呼
び
方

は
開
戦
後
の　

月　

日
の
閣
議
で
初
め
て
決
ま
っ
た
と

１２

１２

か
、
ビ
ル
マ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
独
立
さ
せ
る
が
英
領
マ

レ
ー
や
蘭
領
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
「
大
日
本
帝
国
」
の
領

土
と
す
る
方
針
が
内
々
決
ま
っ
て
い
た
と
か
。
軍
人
や

政
治
家
、
侍
従
た
ち
の
動
き
や
心
の
内
に
も
入
り
込
ん

で
い
く
深
み
の
あ
る
内
容
に
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
大
で
、

昭
和
史
を
勉
強
し
な
お
そ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
。
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玳　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
や
カ
ー
プ
に
は
が
ん
ば
れ
よ
と

つ
い
声
を
か
け
た
く
な
る
。
あ
れ
か
ら　

年
、「　

年

７０

７５

間
は
草
木
も
生
え
な
い
」
と
言
わ
れ
た
広
島
が
よ
く
ぞ

こ
こ
ま
で
と
い
う
思
い
と
重
な
る
か
ら
だ
。
青
木
健
生

（
シ
ナ
リ
オ
）『
ま
ん
が
で
語
り
つ
ぐ
広
島
の
復
興
』（
小

学
館
、
１
９
４
４
円
）
は
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
・
市
電

の
復
旧
か
ら
銀
行
、
小
売
、
工
業
の
復
興
な
ど
原
爆
で

焦
土
と
化
し
た
広
島
の
街
と
広
島
市
民
が
立
ち
上
が
る

姿
を
多
面
的
に
描
い
て
い
る
。
原
爆
投
下
の
２
日
後
に

は
電
気
が
供
給
さ
れ
た
話
、
３
日
後
に
は
市
電
を
女
学

生
が
運
転
し
て
走
ら
せ
た
話
な
ど
、
い
い
話
が
た
く
さ

ん
出
て
く
る
。
マ
ン
ガ
は
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
。

珎　

暑
い
の
で
薄
く
て
軽
い
エ
ッ
セ
ー
集
に
手
が
伸
び

た
。
藤
原
正
彦
『
卑
怯
を
映
す
鏡
』（
新
潮
文
庫
、
４
９

７
円
）
は
日
本
や
世
界
に
対
す
る�
皮
肉
風�

ク
リ
テ
ィ
ー�

冗
句
的�

ク
・
ア
・
ラ
・�

時
評�

モ

ー

ド

が
次
か
ら
次
へ
と
登
場
す
る
。『
週
刊
新
潮
』
連
載
時

点
が
３
年
前
な
の
で
時
期
は
ず
れ
な
個
所
も
あ
る
が
、

藤
原
セ
ン
セ
イ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
消
費
増
税
に
反
対
だ
っ
た

と
は
寡
聞
に
し
て
本
書
で
初
め
て
知
っ
た
。

玻　

今
年
の
直
木
賞
は
す
ご
い
と
か
で
、
選
考
委
員
の

北
方
謙
三
氏
に
よ
る
と
「　

年
に
１
回
の
傑
作
」
で
「
欠

２０

点
の
な
い
青
春
小
説
だ
」
と
い
う
。
つ
ら
れ
て
東
山
彰

良　
『 
流��
』

�����

（
講
談
社
、
１
７
２
８
円
）を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

り
ゅ
う

確
か
に
腕
の
立
つ
作
家
で
台
湾
の
複
雑
な
社
会
状
況
が

巧
み
に
描
か
れ
て
い
る
。
祖
父
、両
親
、叔
父
叔
母
は
じ

め
登
場
人
物
は
み
な
極
め
て
個
性
的
だ
し
、
祖
父
殺
し

犯
人
探
し
の
終
幕
も
出
色
の
出
来
だ
。
と
は
い
え
主
人

公
と
そ
の
周
辺
は
ケ
ン
カ
に
明
け
暮
れ
警
察
沙
汰
に
な

る
チ
ン
ピ
ラ
だ
ら
け
。「
血
の
色
と�
臭�
い
」
が
い
い
人
も

に
お

い
れ
ば
、
も
う
い
い
と
言
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。��（
純
）
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